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9/30 オリンピックの100メートル走、150年後には女子
選手が男子選手を追い抜く!?

身体の運動能力については、これまで常に男性が女性を上回るとされ
てきたが、オリンピックの100メートル短距離走記録における男女差が
縮まりつつあることを受けて、150年後のオリンピックでは、女性選手の
記録が男性選手を超えることもあり得るとする研究結果が発表され
た。 
 
科学雑誌「ネイチャー」に掲載されたこの研究では、オックスフォード大
学の研究者らが、過去のオリンピックにおける100メートル走の男女最
高記録の経緯を比較。女性が初めて100メートル走に参加した1928年
のアムステルダム大会では、女性の最高記録は男性の10.8秒よりも
1.4秒遅い12.2秒だったが、1952年のオリンピックでは、この男女差が
1.1秒に縮まり、1988年から2000年の間にはこれがさらに1秒以下にま
で縮まったという。 
 
今年のアテネ大会では、100メートル走の最高記録における男女差は
1.08秒だったとされるが、このままいけば、2156年には、男性の記録は
8.098秒にとどまるのに対し、女性の記録はこれを上回る8.079秒に達
することもあり得るとみられている。 
 
ちなみに、これまでの100メートル走最高記録は、女性では1988年にア
メリカのフローレンス・ジョイナー選手が出した10.49秒、男性では2002
年に、やはりアメリカのティム・モンゴメリー選手が出した9.78秒となっ
ている。 
 
研究報告をまとめた同大学の動物学者アンドリュー・テイテム博士は、
女性の運動能力向上の背景には、筋力を鍛えるためのトレーニング法
が発達したことがあるとみており、今後、従来の運動能力の限界を乗り
越える新たな方法が開発されることもあることから、2064年から2188年
の間に女性が男性を追い抜くことは可能とし、その確率が最も高くなる
年として2156年を示唆しているという。 
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◆9/30 シティに巨大「チーズおろし器」！――ロンドン市長、新たな超高層ビル
の建設を歓迎 
◆9/30 飼いネコの餌付けをめぐり、隣人同士の対立が弁護士をたてたバトル
へ！ 
◆9/30 オリンピックの100メートル走、150年後には女子選手が男子選手を追
い抜く!? 
◆9/30 ロンドンの公共交通機関で、無賃乗車による損失額は年間8,300万ポン
ド！  
 
◆9/29 イラクで亡くなった派遣兵の父親、労働党大会の会場近くで、ブレア首
相に決死の抗議活動 
◆9/29 頭から血を流し、道路に倒れている女性に、通り過ぎるドライバーは
「見て見ぬふり」！! 
◆9/29 賭け屋には大きな痛手――ウェイン・ルーニー、マン・Ｕでのデビュー戦
でハットトリック！  
◆9/29 ホテルのレストラン、「レア」ハンバーガーの注文に「訴えない」ことを誓
約するサインを要求！へ 
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